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大阪大学野田村サテライトでは、被災地の復興に向けて、

皆さんと一緒に歩んでいきたいと考えています。これからも

どうぞよろしくお願い申し上げます。 

東⽇本⼤震災の際に、あらためてその存在が⾒直された「ラジオ」。 

普段は⼩さなラジオの中から楽しいおしゃべりや⾳楽が届けられていま

す。 

テレビやインターネット普及に伴いその存在感が薄くなっていると⾔わ

れて久しいですが、受験勉強の合間や、飲⾷店のＢＧＭ、ドライブ中

の情報収集など、まだまだ私たちの暮らしの中で接する機会はたくさん残

っています。 

「ラジオ局」と⾔っても全国ネットのキー局から、コミュニティ放送局ま

で、その規模や役割も様々です。 

今回はラジオ番組の制作過程や裏話など、そして今後ラジオが果た

していくべき役割を、地⽅局ラジオディレクターとしての観点からお話しし

たいと思います 

プログラム                    
18:00 開会挨拶 渥美公秀 ⼤阪⼤学⼤学院教授 
18:10 講演 
「ラジオって本当に⾯⽩いの？？ 

〜ラジオができること“いま”と“これから”〜」 
 講師：澁⾕雄介（しぶや ゆうすけ）⽒ 

エリア限定ラジオ「くじなのだ」ディレクター 
株式会社ウィローズ所属  

19:30~20:30 懇親会                 
 
 
 
            
 
 
 
 
主催：⼤阪⼤学未来共⽣イノベーター博⼠課程プログラム 
  
後援：チーム北リアス、⼤阪⼤学野⽥村コミュニティ復興研究会 

国⽴天⽂台震災復興データセンター 

お問い合わせ先 

大阪大学野田村サテライト 

TEL：0194-75-4221 

HP：http://www.respect.osaka-u.ac.jp/satellite-nodamura/ 

2 ⽉ 11 ⽇(祝)
18：00〜1９:30

⼤阪⼤学未来共⽣イノベーター博⼠課程プログラム

⼤阪⼤学野⽥村サテライト

参加 
無料 

講師：澁⾕雄介（しぶや ゆうすけ）⽒ 
1973 年岩⼿県盛岡市⽣まれ。株式会社ウィローズ所属。 
10 代からアルバイトでラジオ番組制作に携わり、22 才から仙台市にある
制作会社にて８年間勤務。現在はエフエム岩⼿の番組制作を中⼼に、
各種イベントプロデュースなども⼿掛けています。 


